
はじめに

旅行に出かけることが数多くの余暇の楽しみ

の一つにとどまらず「総国民の生活幸福の増

進」にかかわる項目であるという視点を，柳田

国男はもっていた。彼はこの視点から，「巡礼」

という伝統的な団体旅行から，鉄道の発達を前

提とした「遊覧本位」の近代的な旅行への転換

を，次のように分析したことがある。

「巡礼は日本では面白い形に発達している。

最初熊野の道者がやや衰えて，次第に伊勢の

二宮をもっぱらとするようになったのも，単

なる信仰の発達からとは見られぬのである
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が，この経過はもう参考としがたいまでに，

その痕が幽かになっている。近代は少なくと

も何十個所という霊場の数を繋ぎ合せて，わ

ざと目的を散漫にしようとした形が見えるの

である。参拝の大きな意義はむしろ道途にあ

った。ついでに京見物・大和廻り，思い切っ

て琴平・宮島も掛けて来たという類の旅行

も，信心として許されたのであった。…地方

によっては名山の登拝を，成年式のように考

えている例もあった。誰でも一生に一度はな

どといって，年頃が来ると無理をしてもこの

群に参加した。遠くなければ娘の子さえも出

ている。つまりはこういう特殊な方法で，も

う一度内の結束を締め直そうとしたもので，

世間を知ろうということは二の次三の次であ

った。この行楽の興味は忘れがたかったもの

とみえて，明治に入っても巡礼は決して衰微＊立命館大学産業社会学部教授

「旅行団」と「山岳講演会」
─大正期における旅行文化の形成─

赤井 正二＊

「信仰との結びつきの解除」と「共同体的結合からの分離」，この二つの条件が近代の旅行が大衆化
するための社会的・文化的な前提条件だった。本稿の目的は，この二つの社会的・文化的条件が，い
かにして旅行文化に内在的な仕方で，準備されたかを明らかにすることである。そのために，大正期
における大都市で多数の社会人「旅行団」が結成されたという社会現象に注目し，その動向の背景に
ある日本山岳会の山岳講演会活動の実態と特質を整理し，さらに日本における近代登山の社会文化的
特徴を分析し，最後に，近代登山文化の延長上に成立した「旅行団」が，新しい旅行文化の可能性を
拓いたことを見る。
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していない。…これから信仰を抜き仲間の選

択を自由にすれば，すなわち今日の名所巡り

になるのである。この旅は多分旅愁というも

のの今よりもはるかに深かった頃に，これを

うしつらしとした者がだんだんに考案したも

のであろうが，今では汽車の中などはことに

群の力を籍りて気が強くなり，普通故郷にあ

る日にはあえてしがたいような我儘を続けて

いる」１）。

この指摘は，近代の旅行文化を江戸時代の

「講」システムを軸とした旅行文化の連続的発

展として理解するだけでは十分ではないことを

示している。江戸時代にすでに世界でもまれな

旅行文化が存在していたとしても２），それがた

だちに，近代日本の旅行文化へ直結するのでは

ない。聖地参拝のための巡礼という旅行から，

現代の「名所巡り」つまり観光旅行との間に

は，「信仰を抜き仲間の選択を自由」にすると

いう脱伝統化ないし世俗化の要素が不可欠なの

である。「信仰との結びつきの解除」と「共同

体的結合からの分離」，少なくともこの二つの

条件が近代の旅行が大衆化するための社会文化

的な前提条件だったのである。

もとより，伝統的な旅行文化と近代的な旅行

文化との連続性の側面そのものを否定すること

は無意味ではあるが，しかし近代の旅行の多様

な可能性を理解するためには，まずもって非連

続性の側面にまず目を向ける必要があると思わ

れる。だとしたら，何が旅行の脱伝統化・世俗

化を起動する契機となったのであろうか。

こうした経過を勘案するとき，注目されるの

は，伝統的な「講中登山」とは異なった登山を

行った諸団体の存在である。明治末期から大正

期の全体，そして昭和前期にかけて，しばしば

立命館産業社会論集（第４４巻第３号）22

「旅行団」と名のった多数の社会人登山団体が，

大都市を基盤として結成された。特にこの点で

は，「登山人口の底辺の幅について神戸など関

西の山岳界の動静は，東京を中心とした山岳界

をしのぐ発展をとげていた」３）と指摘されるほ

ど，京阪神地域が先行していた。これらの都市

的な団体を「登山史上に位置づける」４）ことで

なく，旅行の近代史から光を当てることが本稿

の課題である。本稿では，まず１明治末期から

大正期の，社会人登山諸団体に注目し，その実

態を概観したのち，２それらの団体結成のきっ

かけとなったと思われる日本山岳会による講演

会活動の経過を踏まえ，３と４で，日本山岳会

が代表する近代登山が，いかにして近代の旅行

文化の発展条件を準備したかについて考える。

１．大正期の登山ブームと「旅行団」

現代に続く旅行文化の形成と普及に大きな地

位を占めていた日本旅行文化協会（１９２６年「日

本旅行協会」に改称）が１９２４年（大正１３年）に

創立されたときに，鉄道省や日本郵船などと並

んで，東京・大阪・神戸などの都市の自発的な

多数の民間旅行団体がその重要な構成員となっ

ていた５）。

これらの団体の詳細な全体像を示す統一的な

資料は不明であるが，１９２７─１９２８年（昭和２─３

年）と１９２９年（昭和４年）の二度，日本旅行協

会は各地旅行団名簿の作成を試みている６）。

１９２７─１９２８年（昭和２─３年）の調査では，総数

４３団体，地域別の内訳は，関東１８，関西１７，広

島２，名古屋５，福岡１である。また１９２９年

（昭和４年）の調査では，総数６５団体，すべて東

京の団体である。表１は両調査をまとめたもの

であり，多くの旅行団が事務所，工場，学校，



商店などの都市固有の制度や場所を基盤にして

結成されていたことが理解できる。しかし，両
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調査とも旅行協会創立期のものではない。

近畿圏に限定されるが，旅行協会の創立期に

表１ 各地旅行団体名簿（日本旅行協会調査）

其一１９２７年（昭和２年）１１月号掲載分

事務所所在地団体名

大阪市南区九郎右衛門町探勝団 行脚会
大阪市南区九郎右衛門町婦人子供 樂遊会
神戸市二宮町神戸第一中学校同窓会内浩然会
大阪市西淀川日本亜鉛鉱株式会社内鈴木商店旅ノ会
大阪市西淀川區浪花探勝ゲラゲラ会
栃木県黒磯町黒磯銀行内黒磯旅行倶楽部
東京市深川区東京市深川区青年団山岳会
呉市西市通呉あるこう会
神戸市脇ノ浜町緑歌之友会山岳会

其二１９２７年（昭和２年）１２月号掲載分

大阪此花区春日出車庫内山内運動具店大阪市電春日出健脚会
東京市芝區芝浦月見町シデン芝浦工場内シデン旅友会
和歌山市新中通五丁目和歌山和樂路会
名古屋市南区熱田名古屋南北山岳会
麹町區大手町一ノ一三省堂内三省堂アルカウ会
東京スーションホテル内日本探勝倶楽部
福山市東町福山体育山岳部
大阪市北区浪花探勝 太融会
東京市神田区旅々会
横浜市元町五丁目株式会社之町銀行内横山いこう会
東京市京橋区東京アルカウ会
大阪府下豊能郡日本アルカウ会

日本婦人アルカウ会
大阪市南区新町通財団法人仏教奉仕会内霊蹟巡拝会
大阪市西区山口町十四 東洋捕鯨会社内東洋捕鯨株式会社テクロ会
名古屋市西区榮生町米田 豊田紡績社内豊田礫旅行倶楽部
名古屋市中区名古屋 加雅美会
横須賀市田浦町横須賀山水会
神戸市京町８２ 是則運送店内是則旅友会
福岡県糟屋郡須恵駅内博鐵探勝旅好会
大阪市西淀川区大阪探勝 好勞加会
東京市芝區サンシャイン旅行会
千葉県松戸町野山ヲ歩ム会
愛知県幡豆郡抖擻会
大阪堺市堺道つれ会
高崎市田町上銀公遊会

其三１９２８年（昭和３年）１月号掲載分

横須賀市外田浦町横須賀山水会
名古屋市南区熱田名古屋南北山岳会
東京市赤坂区大成旅行案内社
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大阪市南区須慶町一ノ四一 三省堂内SSDアルカウ会大阪支部
東京市牛込区早稲田大学旅行会
高崎市田町 株式会社上州銀行内上銀行慰会
東京市麹町区有楽町 東京瓦斯株式会社みゆきかい
東京市日本橋区 三井鉱山株式会社山牛会
京都市小川通御池下ル寺井方互樂会

其一１９２９年（昭和４年）２月号掲載分

芝区芝浦月見町 市電芝浦工場内シデン旅友会
東京府下北品川岳友倶楽部
京橋区岡崎町櫻橋通（渡邉袴店）ゆかう会
日本橋区駿河町一（三井鉱山株式会社内）山手会
麹町区有楽町一（東京瓦斯株式会社内）みゆき会
早稲田大学内早稲田大学旅行会
赤坂区室町大成旅行案内社
日本橋区兜町四鼎香倶楽部
東京府下杉並町白樺旅行会
日本橋区青物町とぼ 会
日本橋区通油町東京ヤジキタ会
牛込区早稲田実業学校内早稲田実業学校アルカウ会
市外高田町東京蝸牛会
本郷区三番町日本遊行会
本所区横綱町本高旅行倶楽部
小石川区ユカウ会
麻布区木村町麻布中学校山岳部
芝区三田同胞町スター倶楽部
丸の内久原鉱業株式会社体育会遠足部
京橋区小田原南筑青年団紫明会
本所区小泉町日本探勝会
東京市外向島鐘紡ユカウ会
東京市京橋区南八丁堀 石川商店内みづものむれ

其二１９２９年（昭和４年）３月号掲載分

東京市芝區三田芝千社党
京橋区南伝馬町東京トクロウ会
本所区茅場町東京旅茶團
本所区ロ東製氷株式会社職員相互会旅行部
市外大崎町東京ピクニツク倶楽部
市外品川町東京山岳部
神田区栄町旅々会
麹町区大手町三省堂アルカウ会
丸ノ内三菱合資会社内三菱足之会
下谷区上根岸日帰り旅行会
府下入新井町大森池原同心会
本郷区弓町日本遊行会
京橋区国民新聞社内国民旅行会
本郷区弓町鐵足会
神田区交盆旅行会
日本橋区兜町丸谷商店ヘルス会
神田区盆友会旅行部



より近い資料として，「大阪旅行團聯盟會本部」

が発行した小冊子『大阪旅行團年鑑 附記幹部

名簿』（大正１４年，第二版）（１９２５年）がある。

第一版は大正１２年（１９２３年）に発行されてい

る。大阪旅行團聯盟會本部は，１９２３年（大正１２
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年）に結成され，陸上競技大会や聯盟合同の旅

行を行っている。写真１は『大阪旅行團年鑑』

より創立総会の模様であり，写真２は同じく合

同旅行の模様であるが，ともにこの時期の盛り

上がりを伝えている。

日本橋区庚申行脚会
牛込区東京旅行会
東京駅内ジャパン・ツーリスト・ビューロー内日本旅行倶楽部
東京ステーションホテル内日本探勝倶楽部
本郷区リユツクサツク倶楽部
下谷区東京登山会
小石川区東京旅行クラブ
京橋区南鍜冶町東京アルカウ会
日本橋区本町テクリ会
下谷区東京赤毛布山岳会
淺草区旅篭町東京野歩路会
芝区三島町東京三島山岳会
丸ノ内東京鉄道局白馬会
府下南千住城北山岳会
府下淀橋極東山岳会
本郷区菊坂町東京山岳会
淺草区寿町東京陸山岳会
淺草区阿部川町山吹倶楽部山岳会
下谷区豊住町東京アイガク会
府下砂町建国山岳会
深川区江東山岳会
丸ノ内丸ビル四階ジヤパン・キヤンブ・クラブ
牛込区東京山嶺会
神田区和泉町野天登山岳会
府下野方町日本名勝研究会

写真１ 大阪旅行團聯盟會創立総会 写真２ 第五回聯合大会鳴門観潮



またこの資料には，大阪・神戸・京都の１３４

団体の名称が掲載され，その内大阪旅行團聯盟

會所属の５９団体については，設立時期，趣旨，

幹部，正会員数，活動状況などが紹介されてい

る。表２は，大阪の団体についてはその名称と

正会員数，神戸と京都の団体については名称を
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整理したものである。大阪・和歌山の各団体の

創立時期は，大正２年─１団体，５年─１団体，

６年─２団体，７年─１団体，８年─３団体，９年

─４団体，１０年─２団体，１１年─１６団体，１２年─１１

団体，１３年─１１団体，１４年─７団体であり，大正

１１年に飛躍があったことが分かる。

表２ 京阪神の旅行団体（大正１４年１０月調査）（『大阪旅行団年鑑』より作成）

京都神戸（神戸愛山協會加盟團体）会員数大阪（和歌山を含む）

エスエス會神戸ヤジキ夕會１２８４大阪探勝 青遊會
京都ワカバ會神戸箕楓會９０山岳跋渉 ニコニコ會
京都鉄脚會日本サグロ會１５２８登山探勝 堺道ずれ會
ヒヤメシ會探勝團日本マワロー會１８０探勝旅行 大阪ヨタ 會
京都束箭健康團神戸茸合同窓青年團３２０探勝 大阪仙探會
京都健脚會神戸大平山岳會１２００社寺巡拝 大阪巡禮會
健錬同志獨歩會１８３大阪登ロウ會
オハヨウ倶樂部日本モミヂ會３００大阪探勝 マイロ會
三木會 々部探勝團ユカウ會３７６大阪探勝 勇行會
京都山岳會神戸エーデ徒歩會２６４質実剛健探勝旅行

大阪比彌芽志會
京都ウロツコ會神戸タドロウ一會８２５大阪探勝 登運歩會
京都旅行倶樂部神戸山登里徒歩會９２０大阪探勝 金剛會
京都信友會突破嶺會１００和歌山和楽路會
京都山川會神戸明輝徒歩會１９６登山探勝 浪花山岳會
Ａピン倶樂部神戸旭山岳會３７５浪花探勝 紀行會
鐘紡京都支店登山部神戸あゆむ會２８０宇宙観察 大阪スミレ會
親友會山岳部神戸海榮登山會２４５大阪探勝 紫里我瑠會
日本テクロー會神戸探勝會５２０大阪探勝 竹馬會
京都旅行團体聯合會北隈青年會登山部５００浪花探勝 大阪アルコ一會
伏見山岳會神戸基督教育年會徒歩會７５６大阪探勝 ヒサゴ會

神戸商業實修學校登山部５０探勝登山 大阪青年登山會
神戸貿易青年會山岳部８９大阪探勝 ミユキ會
神戸登山會１２０大阪探勝 あしなみ會
長狭青年會登山部１８０浪花探勝 あしべ會
神戸勇行徒歩會２１２登山探勝 日本めぐり會
神戸三四登山部１５０山岳旅行 浪花共樂會
神戸タカネ登山會２５０大阪探勝 一行會
神戸山岳會５００大阪探勝 コーシヨ會
神戸徒歩會９０浪花山岳 關西勇行會
神戸野歩路會１６０浪花山岳 わらお會
暁會２７２探勝旅行 テクテク會
神戸参行會３８０大阪探勝 あゆみ會
KE登山會２１３大阪探勝 遊行會
神戸テクロ一會５６０浪花探勝 天狗倶欒部
扇湊探勝會１６０探勝旅行 和歌山マイロ會
神戸アノヤマ會１６０徒歩趣味 ゲートル會



１９２１年（大正１０年）９月１０日，槇有恒（当時

２７才）によるアイガー東山稜初登攀のニュース

は，登山の大衆的な拡がりの決定的な契機とな

った７）。しかし，このような個人の顕著な成功

のニュースが，多くの都市生活者の参加を呼び

起こすには，その間に少なくともさらに二つの

要因，つまり団体相互の連携交流と外部への直

接的な情報発信といった組織的な要因と，集合

的な熱狂ともいうべき情緒的要因とが，必要で

ある。そして，これらを実現する媒体が，「山

岳講演会」というイベントであった。

日本旅行協会の創立経過におけるこれら民間

団体の実態と役割について，神戸鶏鳴徒歩会の

城谷寅一は興味深い事実を『旅』創刊十周年記

念号で記している。「三好先生（十幾年本職の

絵を捨て，斯界に努力された偉大なる業蹟に對

し，特に先生と敬称す）（註：三好善一，美代司
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斗南のこと）が其の筋の命を帯び，近畿地方の

旅行登山団體を大阪の中央公會堂に集めてか

ら，間も無く日本旅行協會が生れた」８）。「間も

無く」ということには注釈が必要で，日本旅行

協会は１９２３年（大正１２年）に創立する予定であ

ったが，９月１日の関東大震災によって一年延

期されている。だが，この発言で最も注目すべ

きは，その前の二つの点である。「其の筋の命

を帯び」とは，旅行協会そのものの発案者であ

る当時の鉄道省旅客課長・種田虎雄の意向のこ
おひ た

とであろうし，「近畿地方の旅行登山団體を大

阪の中央公會堂に集めて」というのは，１９２１年

（大正１０年）６月２６日，日本アルカウ会の主催

で大阪中央公会堂において開催された『山に關

する講演會』を示している。この講演会が，既

に指摘した大正１１年の大阪地域での団体数に見

られる飛躍のもう一つの現実的な要因と思われ

神戸鶏鳴徒歩會８５登山単勝 大阪鈴鳴會
神戸ヒバリ登歩會１５０大阪探勝 好加勞會
神戸兎亀巴會２５０大阪探勝 エガホ會
神戸美登里山岳會１６０大阪探勝 むつみ會
神戸山岳コエロー會１２５山岳跋渉史蹟探勝

日本アルペン倶樂部
日本行脚會２７０大阪探勝 チョコ 會
神戸日の丸會１８２御津分會山岳部
神戸扇友會９５大阪探勝 メツポー會
六五徒歩會８０大阪探勝 西大阪克遊會
山岳同好會１０５浪花探勝 岳進倶樂部
神戸日曜登山會２１５大阪探勝 行路歩會
神戸進踏會５５大阪探勝 暁會
兵實山岳會６０登山探勝 日本山岳倶楽部
兵庫多加．登會２７０登山探勝 大阪天茶會
神戸デカケロ會８５大阪探勝 蹴登走會
扇港若葉會１４７探勝旅行 大阪阿湯美會
兵庫鐘紡登山會１１０浪花探勝 愛岳會
林田實業青年團山岳部８０浪花探勝 遊美會
日本アルコウ會１８０登山探勝 日本岳遊會

３５０浪花探勝 ユコ一會
５６０大阪探勝 つばめ會
６０大阪探勝 参晴會
７５登山探勝 大阪登山會



る。

この講演会の記録は，多数の写真と資料，さ

らに１９２２年（大正１１年）６月に行われた大阪毎

日新聞社主催の槇有恒の二回の講演記録を追加

して，日本アルカウ会編『山岳美』（大正１１年）

として出版されており，それによれば，講演者

と演題は以下の通りである。日本山岳会員・中

山再次郎「スキーの話」，日本山岳会員・河野

齡藏「日本アルプスの地形と気象」，日本山岳

会員・志村寛「針木越へ」，日本山岳会員・木

暮理太郎「黒部の峡谷」，日本山岳会員・朝輝
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記太留「米國レニア登山，ロッキー山脈一支

峰」，日本山岳会員・榎谷徹藏「マッター・ホ

ーン」，文学博士・谷本富「山と宗教」。写真３

は大阪中央公會堂の『山に關する講演會』の模

様。写真４は『山岳美』より槍ヶ岳での婦人ア

ルカウ会会員，写真５，６，７は同じく『山岳

美』に掲載されている諸団体の案内の一部であ

る。

今日では「登山」はスポーツの一つとして意

識され，実態としても概念としても「旅行」と

は重なるところが少ないように見えるし，まし

写真３ １９２１年『山に関する講演会』 写真４ 槍ヶ岳での婦人アルカウ会会員

写真５ 写真７写真６



て「観光」とはほとんど接点をもたないように

見える。しかし，「日本旅行協會」の成立経過

は，「登山」あるいは「山旅」が，今日に続く旅

行文化と深い関係にあることを示唆している。

特に，近代の旅行の世俗的性格，つまり「信仰

との結びつきの解除」と「共同体的結合からの

分離」は，「近代登山」の文化的衝撃を抜きにし

ては考えられないのである。各地で結成された

旅行団も，大阪での「山に関する講演会」も，

山岳と登山をテーマにした各地での講演会とそ

れが引き起こした登山ブームの延長上にあった

のである。しかも，「山岳講演会」という形は，

大正１０年の時点には鉄道省の思惑がそこに働く

までに定着していたのとは異なって，その端緒

である明治末期においては，全く純粋な文化的

プロジェクトであった。

２．明治末期から大正初期における日本山岳会

による講演会活動の展開

１９２１年（大正１０年）の『山に關する講演會』

での講演者がほとんど日本山岳会の会員であっ

たように，「日本山岳会」が，日本における近代

登山の普及に決定的な役割を果たしたのは周知

の通りである。イギリスの宣教師ウォルター・

ウェストンの強い薦めと支援を受けて，１９０５年

（明治３８年）１０月に結成された「山岳会」が，雑

誌『山岳』の発行事業から一歩踏み出して，一

般市民を対象とした啓蒙活動を開始するのは，

１９０８年（明治４１年）５月１７日「山岳會第一大會」

においてであった。東京市日本橋區，東京地學

協會會館で開催された大会は，写真，地図，標

本，絵画，書籍，登山用具等の多数の展示と，

講演から成り，講演者と演題は，小島烏水「ラ

スキンの山岳論」，志村烏嶺「日本アルプス雑
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觀」（着色写真の幻燈使用），山崎直方「歐州ア

ルプス雑觀」であり，参加者は会員７０名，非会

員２１名，合計９１名であった。「來會者の職業は

新聞記者，陸地測量部員，天文臺員，商人，農

業家，教員，學生，美術家，著作家，銀行員，

工業家等の諸方面に亘り，…」９）と記録されて

いる。しかし，１９１２年（明治４５年）３月９日，

神田区一ツ橋帝国教育會で開催された「ウエス

トン氏日本アルプス講演会」は，様相を大きく

変え，「有志晩餐会」のようないわば身内の範

囲を越えて，６００名規模で開催される。この講

演会でも幻燈が活用され，「鳳凰山のオベリス

ク状岩石登りの冒険談は大喝采」１０）を博すが，

この講演会で通訳者の一人となった小島烏水は

後に，アルプス岩壁登りの一枚は「観衆に受け

なかった」とし，「まだ岩壁登攀と云うことは，

日本の登山者の間では，行われていなかった

し，むしろそういう仕事を，軽業か曲芸のよう

に考えて，登山の邪道扱いにしていたため」１１）

と分析している。

大正期に入ると映像資料や登山用具の展示会

と幻燈を活用する講演を組み合わせた「山岳講

演会」は一層の盛況をみることになる。『山岳』

で紹介された記事から，関西での「山岳講演

会」の開催と登山熱の拡がりを見てみたい。

１９１３年（大正２年）１０月１８日，三高山岳会の

結成を記念して，「三高山岳會主催講演會」が

開催される。日本山岳会から，小島久太（烏

水），辻村伊助，高野鷹藏が派遣され，参加者は

６００名を越えた。主宰者となった学生側からの

詳細が次のように記録されている。

「この機を外さずと，矢継早に手を廻して，

只講演會のみでは初歩者には興味が薄い，奮



發して幻燈を添え，ならうとなら，當地より

大學教授，日本山岳會より幹事諸先覺の，御

出演を乞へば，申し分がない…今回は三高生

徒のみの，内輪にしないで，關西一般に，山

岳趣味を普及したいから公開する事にした，

會場はかゝる會合に，最も適當な京大学生集

会場を…借りた，…市中に散布するビラの繪

は，燕岳より見たる鷲羽小鷲一帯のスケッチ

を，怪しくノタクツて，四色刷にした，印刷

屋に毎日足を運ぶ，名士宛の招待状を刷らせ

る，ビラを鴨川京極三條通祇園邊に配る，市

中の山岳會員を訪問して，出品を乞ふ，あら

ゆる方面に遊説する，…愈よ當日になつた。

…受附けへ行つて見ると，驚いた，今日の入

場者は，二百人位と思つてゐたら，ゾロ

際限なしに入つてくる，…さあ愈講演だ，幻

燈だと，胸を躍らせながら，階上に行く，之

は又何事ぞ，あの二百疊敷きの廣濶な會場

は，聽衆者でギツシリ詰つてゐる…，（小川

博士，小島烏水に続き，［引用者補完］），これ

から呼物の幻燈である。…高野鷹藏氏は，…

登壇された，最初に立山登山路の草原を寫せ

ば，恰も實地に臨むが如く，詳細な説明があ

り，出る寫眞，變る映畫，一として聽衆は賛

嘆の聲を惜しまなかつた，立山及槍ヶ岳よ

り，有峰村に至る傑作三十餘枚，早く取換へ

るのが惜しい位で，いつもながら，槍ヶ岳が

諸山脈の上に，ピーンとハネ上がつてるのを

見ると，フルへつきたくなる。…閉會の辞を

述べた時，六百有餘の聽衆は，残り惜しさう

に起つた，かく大成功の裡に解散したのは，

十時であつた」１２）。

この講演会が，京阪神での登山ブームのきっ

かけとなったことについて，小島烏水の弟の小
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島榮は次のように述べている。

「忘れもしない昨年の十月十八日，三高山岳

會と京阪會員の努力とに依つて，未曾有の盛

大な山岳幻燈講演會は實現された，（本誌第

八年三號雑録参照）夫れ以來，京阪神地方に

於いて，山岳熱は非常に瀰漫された，殊に京

都では，手近の比叡山は登山者のために一層

頭が禿げ出した，大阪朝日新聞等は，夏期に

山岳欄を設けて，登山談を載せ，會員今村氏

の如き，連日怪氣焔を述べられた」１３）。

次の年，１９１４年（大正３年）１１月，日本山岳

会主催で日本山岳會第二回関西大會が京都で開

催される。展覧会は１日から３日まで京都府立

図書館で，１日の講演会は京都大学学生集会所

で行われた。テント，日本アルプスの地図，登

山用具，植物採集用器具，富士の写生図，日

光・箱根などを描いた広重の錦絵，植物・鉱物

の標本，多数の山岳写真，ヨーロッパ・アルプ

ス関連の書籍，登山用具などが展示され，講演

会には約五百名が集まり大盛況であった。講演

者と演題は，比企工科大学助教授「山岳と岩

石」，小島烏水「飛騨山脈に於ける雙六谷の探

検」，岩村理学博士「ホインパー氏と欧州アル

プスの雄峰マッターホーン」（幻燈使用），高野

鷹藏「日本アルプス」（幻燈使用）であった。講

演会の模様を，大阪朝日新聞は次のように伝え

ている。日本における近代登山の歴史と雙六谷

水源への旅の報告を行った小島烏水氏が「大喝

采の裡に降壇し」，比企工科大学助教授の岩石

の種類，近畿の構造線についての講演は「滑稽

交りに面白く物語つて大向ふの喝采堂を動か

し」た。また最後に幻灯を使った高野鷹藏氏の

講演。「英國のウインパー氏がマツターホーン



に登らうとして八回も失敗し九回目に漸く成功

した危険なる物語は血湧き肉躍るの感があつ

た。殊にウインパー氏がマツターホーンの頂上

に達した時の幻燈は聽衆に登山の愉快なる印證

を興へ下山に際し三人迄變死した物語には哀れ

を催さしめた，此幻燈が済むと今度は日本アル

プスの幻燈が初まった，説明者は高野鷹藏氏で

如何に山嫌ひな男でも一度は日本アルプスに登

りたい様な氣分が湧いて來る，斯て午後九時過

ぎ多大の成功を収めて散會した」１４）。

この時の高野のスライドを小島榮はより専門

的な見方をしている。「四十餘枚の映寫は，例

に依り天然色に出で，痛快極まりない，殊に後

立山々脈の，八ツ峰の嶮に至りては，日本唯一

の縦走不可能の難所と，聞いて興奮した聽衆

は，肩を聳かし膝を進めて，穴の明くほど見詰

めた」１５）。

１９１５年（大正４年），大阪市でも山岳会の「關

西大會」が開催され，引き続いて小規模の山岳

講演会がより大衆的なレベルで拡大していく

が，この様子は，『山岳』の「各地の山岳會彙

報」の一二から知ることが出来る。

「各地の山岳會彙報一」では，いずれも山岳

会員・榎谷徹蔵を講師とする三つの山岳講演会

が報告されている。第一に，１９１５年（大正４

年）６月１６日大阪小間物商工組合の定例講演

会，参加者は４００名以上，第二は，６月２２日，東

平野校での講演会，これは生徒を含めて聴衆一

千名であった。第三は，７月１０日，東区第二高

等学校での講演会で，聴講した生徒は５００名で

あった。つまり，大阪小間物商工組合の定例講

演会のように，特別の山岳講演会ではなく，既

存のシステムの中に入り込み始めるのである。

「大阪小間物商工組合では，自助會といふの
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を組織して，毎月一回知名の士を聘して修養

本位の講演會を催ふしてゐるが，六月の會に

は丁度同地でアルピニズムの勃興しかゝつて

ゐるのを機として，榎谷徹蔵氏の日本アルプ

ス實地探検談を頼んだ。…例月のときは多く

硬いコンヴエンシヨナルな修養談ばかりなの

で，晝間激烈な業務に從事して，そして恒に

フレツシユな思想に憧れてゐる人達は，聽講

中随分欠伸や居眠りをやるのだが，今回はそ

れ等の人達に對して可なりストウライキング

な材料であつたから，珍しくも四百有餘とい

ふ發會以來に無い多數の聽講者は，いづれも

熱心に耳傾けた」１６）。

こうして，これまでの山岳大会には参加しな

かったより広範な層に新鮮な衝撃を与える新し

い回路が拓かれていく。この年には大阪市教育

会主催の「日本アルプス踏破團」が四つの班に

分かれて北アルプスに，市内の六つの小学校も

吉野に登っており，報知新聞社は本社に「安心

所」を設け「山岳旅行顧問」活動を開始してい

る１７）。

これ以後，奈良，名古屋など各地で山岳講演

会が開催され，山岳・登山ブームはさらに周辺

に拡大していく。山岳と登山への関心はエリー

ト層と学生から一般市民に拡大して行くのだ

が，その重要な媒体となったのが，日本山岳会

の大規模講演会活動から始まり，小規模の講演

会，各種の既存民間組織，公教育関連組織での

講演会へと続く講演会の系列であり，さらに特

に，スライドの上映が講演会での「呼び物」と

して重要な，時には決定的な役割を果たしてい

たことに注目したい。既に見た各講演会での模

様に加えて，１９１５年（大正４年）６月２３日に開

催された京都での講演会についての次の記事



は，スライドが聴衆の強い情動的な反応を呼び

起こしていたことをよく示している。

「高野氏，急霰の如き拍手の下に登壇，日本

アルプスの幻燈數十枚につき懇篤なる説明

を，丁度アルプス渓流の如く清く且滔々とし

て述べられた，今夕は，アルプスと云ふもの

に接するのが初めてと云ふ人が多い丈けに，

幻燈が一枚一枚代わる毎に，驚きと喜びと珍

しさに「アツ」と云ふ感嘆詞が滿堂に響き亘

る，殊に槍の鋒尖や，山間の温泉や，五色ヶ

原の植物や，その他雪に富む山々の影が表は

るゝ毎にその感嘆詞と拍手とが永劫に止まな

いのか知らと怪しまれるばかりであつた」１８）。

大正初期の市民・大衆レベルでの登山ブーム

の底にある心情は，まずもっては宗教的心情と

は全く無関係な，純粋に視覚的な美的感動だっ

たのである。

３．近代山岳登山の文化的特質

なぜ，「山岳講演会」が多数の一般市民を動

員することができたのか，また継続的な拡大の

螺旋を作り出すことができたのだろうか。この

点について，大衆社会の成熟といった社会的条

件の変化から説明することもできる。しかしこ

こでは広義の「旅行文化」のなかで，山岳登山

というあたらしい行動が持った意味について，

第一に脱伝統性と，第二に都市勤労者・生活者

の文化という二つの点から検討したい。

創立されたばかりの山岳会が取り組まざるを

得なかった対外的な活動に，白馬山山麓にある

北城村細野区民との協議があった。『山岳』第

一年第一號所収の「白馬山と北城村細野區の將
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來」１９）によれば，昨年（１９０５年，明治３８年）夏

になって地元，長野県北安曇郡北城村細野区民

は，「登山者に對して惡感情を抱き，彼等の及

ぶ限り消極的妨害を試み，人夫の供給を拒むの

みならず，若し之を諾したる者には少なからぬ

過怠金を科すべき旨の申合を爲すに」至った。

日本山岳会は，「登山に對する故障を排除して

同志者の爲め便宜を計るは，本會創立に當て第

一の事業なる可きを認め」，長野県に人脈のあ

る会員城數馬氏に調停を依頼した。交渉の結

果，悪感情が「誤解若くは行き違ひ」によるも

のであることが明らかとなり，最終的に細野区

民との間で，責任ある案内者を提供すること，

その料金に規準を設けること，白馬山上に小屋

を建設計画を策定することについての合意を得

たとなっている。しかし，この間の経過の原因

が単純な「誤解若くは行き違ひ」でないこと

を，志村烏嶺は前田曙山との共著『やま』（１９０７

年）で明らかにしている。志村が植物採集の目

的で第三回目の白馬山登山を計画し，北城に到

着したときに村民の反対を受けるがその顛末を

志村は次のように報告している。

「古来白馬岳山下の村民は，岳（村民は白馬

岳と言わず普通岳あるいは西岳と言う）を尊

崇すること神の如く，恐れること悪魔の如

し。もしそれ人のこの山に登り神威を冒漬す

るものあれば，山霊大いに怒り岳暴ありと称

して，相戒めて登山することなからしむ。人

智ようやく進みたる今日にありてもこれを迷

信するもの少なからず。然るに近来登山熱の

盛んなる，植物採集家の近年しきりに登山す

るを見て，彼等はすこぶる不快を感ぜしもの

の如し。八月初旬余等一行の登山するや近年

稀なる暴風雨，彼等これを見て平素の迷信を



深くせしならん。その後連日の降雨，渓流怒

漲，河水氾濫，田畑その害を被るものはなは

だし。かくのごとくして不良の天候回復せず

んば，禾穀稔らず飢歳を見ること必然なりと

し，山下の細野，四ツ屋，大出，蕨平，深沢

新田，塩島なんどの字々皆各鎮守の社に集ま

り，天気祭（大旱には雨乞いと称して降雨を

祈り，霧雨には天気祭と称して晴れを祈る

は，この地方一般の習俗なり）をなし，天の

晴れんことを祈る。時に白馬山上に数名採集

家および細野人夫の滞留せるありしかば，こ

れを聞きし村民等大いに怒り，各字より総代

を出だし細野に至り，他地方人の山上に在る

は如何ともすべからずと錐も，山下細野区民

の山上にあるは不都合極まれり，我等は日々

幼を携え老を扶けて村社に祈ることここに日

あり，然るに天の晴れざる所以の者は，彼等

山上に滞留するものあるが故なり，速やかに

下山せしむべし。また他に登山者あるも，細

野区民の案内するものなくば登ること能はざ

る山なるが故に，今後は一切案内者の登山を

禁ぜられたしと申込めり。細野区に於いて

も，これに同意し，人夫をして下山せしむべ

く，二名を派し，また一切登山せざる規約を

なし，もしこれに背くものあらば，相当の制

裁を加えることとなせり。山上に登りし二名

の者は，命を伝えて人夫を下山せしむ，され

ば山上にありし人々は非常なる困難に遭遇せ

しと聞く」２０）。

「村民余等の登山を見て喜ばず，田畑にあっ

て鍬を執る者，路上相遇う者，皆一種不快の眼

光を以て余等を目送す」２１）という雰囲気の中，

志村は他村から人夫を雇って登ることになる。

また反発の程度はこれより軽いが，武田久吉
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は，明治三十四年─明治三十七年（１９０１-１９０４

年）頃の話として，甲斐駒山中で講中登山の一

行との出会いを描いている。

「小屋に入れば，そこには一隊の行者が居た

が，その先達と覚しきものが，行衣も着ず，

しかも人夫に重そうな荷を負わせて来た私

を，異端邪道の闖入者とでも見て取ってか，

何のために来たのかと質問を浴びせた。植物

採集だと答えたところが，にわかに信じかね

てか，外に出て一本のクルマユリを背後に隠

して持ち来たり，この草を知っているかとテ

ストした。もちろん難なく答えたのに安心し

たらしいのは滑稽であった。その頃，信仰以

外で高山に登る者のいかに少なかったかがよ

く判る。後で知ったことだが，この山に植物

採集の目的で登ったのは，私が三人目で，以

前に二人の一人は甲州から，一人は信州から

登ったのであった」２２）。

近代登山の開拓者達は，変わり者扱いされる

無理解，山麓村民の山に対する伝統的な観念，

伝統的な講中登山団体との軋轢を経験せざるを

得なかったのである２３）。

もちろん，講中登山に同伴することも少なく

なかったと思われるが，その際でも，彼等が得

たものはもちろん信仰のより深い確信でも，共

同体への帰属意識の強化でもなく，その山頂で

のみ得られる個性的な美的感動であった。志村

は１９０６（明治３９）年の日本アルプス三大横断の

際，立山に富山からの立山参詣集団と共に登っ

ている。ここには講中登山と近代的登山の対比

が鮮明に描き出されている。

「八月十二日，午前三時。／板声を相図に三



百有余の参拝者，皆室堂の庭前に出ず。神官

が登山者の郷貫姓名を呼べば，皆応と答う。

人員の点検終りて，白衣の神官玄冠浄鞋白幣

を振って先登す，衆後に従う。四囲未だ黒

暗々星斗闌干たり。余等また従う。…前日と

同一の登路を取りて，再び立山の絶頂に向

う。一ノ越，二ノ越を経て路険となるや，皆

口々に六根清浄を唱う。前後呼応魚貫して進

む。登山者の多くは越中の青年なり。越中の

俗，男子は必ず一度この山に登らざるべから

ず。また同村より数名一団となりて登山する

や，立山の絶頂を極め，直ちに下山し，先登

第一郷社に賽するを以て栄となす。もし疾病

疲労のため途中に倒れる者あるも，神罰とな

して顧みることなしと。今，これ等の青年を

見るに，何れも元気の盛んなる意気衝天の概

あり。五ノ越に達せるは午前四時，東天よう

やく紅なり。絶頂は二十名内外を座せしむる

に過ぎざれば，一同まず石室付近に集合し，

順次社殿に参拝す。神官ために祓いをなす。

神官が撃つ天鼓の響き鼕々として全山に響

く。すでにして朝暾東方の横雲を破り，躍然

として昇り，天地はじめて暗明なり。高山に

於ける日出の光景，壮絶快絶，然れどもこの

大観は富士に於いて，白馬に於いて，槍ヶ岳

に於いて，御岳に於いて，皆これを見ること

を得べし。独りこの立山の頂上にあらざれば

見ること能はざる天下の偉観，宇内の壮観は

何。／いわゆる日本アルプスの連嶺を眼前に

拡げて，一目の下に達観せしむることを得る

は，秀麗芙蓉峰の頂にありても，険絶槍ヶ岳

の頂に於いても，雄大白馬の頂に於いても見

ること能はず。鳴呼，一度立山の峰頭に立ち

てこの大観を恣にすること能はずんば，口に

日本アルプスを説く勿れ。山を愛するの士，
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願わくは必ず一度立山の絶頂を極めよ。この

壮観偉観は筆にて伝える能はず，口にて説く

能はず」２４）。

近代登山，あるいは「登山のための登山」２５）

がその本質において，非伝統的であり，時には

反伝統的であらざるを得ないという自覚は，そ

の開拓者たちに共有されている。山岳會の発起

人の一人であり財政支援者であった新潟の大地

主・高頭仁兵衛（高頭式）は，日本は山岳国で

あり山に登る習慣は我が国の伝統に属する，例

えば富士山を典型とする多くの山が信仰の対象

となり登山も盛んである，という意見に対し

て，「是れ迷信のみ，信仰の厚きを知られんが

爲に巉岩を蹈み絶壁を攀づるなり，神佛を祈る

の深きにして山を愛するに非ざるなり，彼の愚

夫愚婦の御百度を蹈み垢離を取るに異ならざる

なり，故に某々若干の山岳を除きては，登路山

容を詳記せるもの絶無に非ずや」２６）と厳しい拒

否の姿勢を示している２７）。

山岳会の初期にその実質的な中心にいたのは

小島烏水であるが，彼は多くの著作をとおして

何度も山岳登山の流行が一時的なものでなく，

人間と自然の思想にかかわる事柄であることを

思想的に論証しようと試みているが，その際も

つねに，伝統的な信仰との結びつきの否定は前

提されており，「今日では，さすがに山岳を神

聖視して，罪障の消滅を祈つたり，未來の冥福

を願つたりする人々は，智識ある階級には絶

無」２８）であるはずとの認識をもっていた。小島

烏水が，そしてまた今日まで山岳登山に関心を

持つほとんど総ての人々が「なぜ山に登るの

か」を問題にせざるを得ないのは，伝統的な意

味を否定した結果に他ならない。

木暮理太郎は維新前の信仰登山と近代登山と



の連続性に関心を寄せて，「自然愛の思想」２９）

にその根拠を見出している。しかしその場合で

も，「維新後に於いて総ての文物が一変したの

と同じ様に，登山の形式内容共に亦一変した」

のであり，「現代の登山は維新前に於ける登山

の延長であるとは言えない」３０）ということは自

明であった。維新前の登山では「其型式は固定

し，年々歳々同じ登山が繰り返されるのみで，

内容には少しも変化を起さなかった。量は増し

ても質に於ては依然たる宗教登山で，一歩，唯

一歩を蹈み出した宗教を離れての登山が遂に行

われるに至らなかったのである」３１）のである。

これに対して，「明治の初期に於ける近代式文

化登山は，維新前に取り残されていた日本アル

プスに於て生育し発達した。此地域は何といっ

ても面白い山登りを提供する舞台として，内地

では他の追従を許さぬものがある。宗教的登山

の残骸に慊らない明治中期後期の登山家が競う

て活躍したのは此処であった。大正から昭和に

かけて少壮登山家が岩登りや冬期登山に必要な

る登山技術を練磨したのも此処であった。此処

こそ明治以後に於ける近代登山の発祥地であ

り，登山を現に見る如く隆盛ならしめた揺藍の

地である」３２）。彼は，伝統的な宗教登山と近代

的な登山との決定的な差異を「形式と内容」の

固定性・画一性と発展性・多様性に求めてい

る。

伝統的信仰登山との断絶の意識とともに，第

二に，都市勤労者・生活者としてのアイデンテ

ィティーもまた近代登山の開拓者達に共通して

みられる。日本人による近代登山の嚆矢の意味

を持つ，１９０２年（明治３５年）８月の「槍ヶ嶽探

検」は横浜正金銀行行員であった小島烏水とス

タンダード石油社員であった岡野金次郎によっ

て敢行されるが，「一日を吝むこと，万金なほ
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換へがたき」３３）というほど，制限された夏期休

暇の下で行われている。さらに小島は，「近来

邦人が，いたづらなる夏期講習会，もしくは無

意義なるいはゆる「湯治」「海水浴」以外に，

種々なる登山の集会を計画し，これに附和する

もの漸く多きを致す傾向あるは頗る吾人の意を

獲たり」とし，「夏 の 休 暇は，衆庶に与へら
サムマア・ヴァケーション

れたる安息日なり，飽食と甘睡とを以て，空耗

すべきにあらず」３４）とまで言う。

しかしより重要なのは，烏水の場合，山岳へ

の憧憬が都市化を軸とする「近代」の中に位置

づけられていることである。これは，現代の都

市的生活条件についての社会心理的な分析に他

ならず，少なくとも可能性の点では，近代登山

が都市的近代の生活者と深く結びつく可能性を

持っていることを示している。「我等現代の人

間は，今や生活の慾求に根ざせる喧噪と，騒擾

と，煩悶と，勞苦のため，何の刺戟も利かず，

何物にも驚異する力を失っている，剰すところ

は，只だ肉體の倦怠である。避遁的と言はヾ言

へ，石の兀々たるところに，天國の幸福を見や

うとしてゐる，さうしてそこに到るには，今で

も，やはり難行と禁慾の自己犠牲を要さないわ

けにはゆかぬ，そこに伴なふ一種の苦痛感を甘

しとする山岳崇拝宗徒を出だしたのも，頽廢的

傾向が生じた近代の一現象で，只だそこに剛健

に似た皮を被せてあるまでヾある，ゲエテも言

つたやうに「凡べての絶頂には静止がある」せ

めて生涯に幾日かの静止を─」３５）。

さらに，都市との関係という点では，田部重

治と木暮理太郎の秩父への山旅も，新しい美の

発見という意味以外に，東京に近いという地理

的条件かつ鉄道の便がよいという条件が重要な

要素になっていた３６）ことを付け加えることが

できる３７）。また，この方向を推し進めた菅沼達



太郎は，「私は山へ登る事は二の次ぎであつて，

唯だ東京を離れて山國へ這入れば，其れで十分

に滿足出來る」３８）とさえ言い，山旅における山

との肯定的関係の形成よりも，東京との否定的

関係の形成をより重視している。

大正から昭和にかけて，伝統的な宗教性から

の分離が，登山と山旅の多様な指向性を解放

し，形式と内容，どの山をどのように登るか，

山か渓谷か高原か峠か，絶頂を目指すのか目指

さないのか，スポーツ性と精神性との関係…，

山に対するアプローチが，多彩に展開されてい

く。他方では，都市を基盤にした自発的な「旅

行団」の結成が継続する。

４．市民的旅行団体の志向性

柳田國男から「自分の空想は一つ峠会という

ものを組織し，山岳会の向こうを張り，夏期休

暇には徽章か何かをつけて珍しい峠を越え，そ

の報告をしゃれた文章で発表させることであ

る」３９）などと揶揄されながら，日本の近代登山

は，日本アルプスを舞台とした初期の探検時代

を終えて，大正期に普及と多様性の時期に入

る。大正期に叢生した市民的「旅行団」「登山

団体」に対する最も辛辣な批判は，『R・C・C

報告 Ⅲ』（１９２９年，昭和４年）に掲載された水

野祥太郎の「午後三時の山」であろう。

「徒歩會，アルカウ會以下の「登山團體」を形

成してゐる多數の登山者は，然し，大多數は

事實，唯の静觀的低徊者か，微温的健康留意

者であり，スポーツ的アルピニズムの洗禮を

受けてゐない人々であり，輕い信心家とし

て，又，古物觀賞家としてお寺に「山登り」

もするし，静觀的自然觀賞家として琵琶湖に
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「登山」し，破壊的自然觀賞家として吉野山

の花に「登山」もするのである。然し乍ら矢

張り彼等も亦，「登山家」の名を僭稱せんと

し，何人も敢て怪しまうとはしない。アルカ

ウ趣味に云ふ如く，「山登りを樂しむ人々は

登山家」であるとしても，果して其人の關心

を持つのは山登りであるのか，自身の健康な

のであるか，風景なのであるか，地形なので

あるか，植物なのであるか。鍼柏取りが生命

を賭して行ふ樂しい山登りも，決して彼等に

登山家の名を許すべきものでないことは餘り

にも明白である。徒歩會，アルカウ會以下の

會の大多数の人々は，「登山家」にかくの如

き定義を與へて澄ました顔で居られる程に，

「山」といふものに就て，山登り（アルピニズ

ム）と云ふものに就て，曖昧な，無關心なモ

ダーン・アルピニスト以下の，素朴極まる

「登山家」なのである」４０）。

水野はここでアルピニズムの純化を目指し

て，民間大衆団体からの分離を主張するのだ

が，それはこれらがあまりに雑多な指向性をも

っているからであった。確かに，健康増進，体

力増強，親睦，趣味の涵養から愛国的な敬神崇

祖に至るまで，これら団体の趣旨にはあらゆる

目標が書き込まれている。

例えば，「日本アルカウ會」は，１９１３年（大正

２年）２月２５日，草薙，河本という二人の人物

が，御影から六甲を経て有馬までを往復したこ

とに始まる。「會員の多くは京阪神に亘り。在

郷軍人，商工業界其他，職業如何に拘らず，相

携えて和気藹々，自然の美妙に親み崇高の山霊

に接して身體を錬磨し精神を鼓舞し，以て平日

の誠實質素より各自の業務に精勵するの資たる

べき所謂アルカウの趣味を以て集まれるを以て



特色とするなり」。「日本アルカウ會會則」に

は，「第一條 本會ハ山岳秀麗ノ境ニ趣味深キ

遠足ヲ試ミ身神ヲ錬磨シ剛健濶達ノ氣風ヲ興ス

ヲ以テ目的トス。以上目的ノ實行ヲ容易ナラシ

ムルタメ毎月二三回各日曜日ニ僅少ナル費用ヲ

以テ主トシテ近畿ノ山岳ニ登リ其内一回ハ特ニ

阪神手近ノ山野ヲ選ムモノトス」４１）とあり，趣

旨が雑多であるとしても，職業を持つ都市社会

人として手堅い活動を志向していたことが分か

る。

「霧の旅会」といった個性的な団体４２）を別と

すれば，東京の社会人団体の主宰者には「裕福

な商家の旦那衆」が多く，東京でのこの種の団

体の最古参である「東京野歩路会」の「主宰者

は本田月光さんという柳橋の瀬戸物店のご主人

であった」４３）とされる。「東京野歩路會」は「月

に二度位の休みしかとれない實業に就く人々が

自然に親しむ上から云つていも仲々力強いもの

で」，「山に登れ，山に親しめ」という主張が，

「近頃やかましくいわれるアルピニズムの本質

問題にふれてゐやうが，ゐまいが月に一度か二

度の休みしかとれない實業登山者群の關知した

處ではない」４４）のである。東京の「霧の旅會」

は「無理をしない山登り」を標榜し，経済的，

日程的かつ難度に配慮していたし，また京阪神

の団体も同じような傾向にあり，『大阪旅行團

年鑑』（大正十四年，第二版）に掲載された諸団

体のほとんどが例会を月一回の休日を利用する

としている。

大正後期に紹介され輸入されたアルプス技術

に学生や専門性を追求する登山家が魅了された

のに対して，これらの団体は社会人としての自

己制限あるいは手堅さを保っていたのである。

そして，この堅実さの上に雑多な目標の同居が

あったのだとすれば，都市生活者のアイデンテ
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ィティーが「旅行」を多彩な目的を受け入れる

ことのできるまでに抽象化したのだと言えるだ

ろう。もはや「信仰」は多様な動機と目標の一

つにまで相対化されている。こうした社会人団

体における志向の総合性は，やがて木暮や田部

が切り開いた新しい登山スタイルとしての「低

山趣味」に専門家からの応答を見出すことにな

る。

まとめ

冒頭で紹介した柳田國男の「総国民の生活幸

福の増進」という視点は，旅行によって「今ま

では籠居を甘んじていた人々が，…世間を知っ

たために損をしてもいないとすれば，」という

見通しに基づいている。明治の近代化以降に日

本人が旅行に出かけるようになるプロセスは，

江戸時代の旅の単純な延長として進行したわけ

でもないし，鉄道敷設によって自動的に進行し

たわけでもない。大都市に自発的に形成された

数多くの「旅行団」・「登山団体」がまわりの

人々を，新しい旅行に誘い出したのである。湯

治でもなく，季節の行楽でもなく，山や高原

に，たとえ「遊覧本位」と皮肉られようとも，

である。これは登山と信仰・村的共同体との伝

統的なつながりを解体することなしにはありえ

なかったであろう。もしも，日本山岳会─山岳

講演会─旅行団，という連続的な繋がりと拡が

りが形成されなかったとすれば，山に登るのは

信仰篤き人か変わり者であり続け，一般人の旅

行といえば，温泉地で芸者を上げて宴会する，

季節ごとに桜・紅葉・滝を楽しみ，名所旧跡と

して定評のある場所を訪れるという，決まり切

った内容にとどまっていたのではないだろう

か。新たな風景美の発見も，都市を美的に再発



見することも，旅行の新たな形を探求すること

も，まして異質な他者との出会いもなかったで

あろう。「旅行の形式内容」は旧態依然たるも

のに止まっていただろう。

現代の旅行がどのような内容をも盛り込むこ

とのできる形式として発展してきたのだとした

ら，その発展の端緒を拓いたのは，伝統的信仰

を排除して不断の基礎づけを必要としつつ発展

した近代登山なのである。

凡例 引用文中の［…］は引用者による省略を，
［／］は改行を示している。
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Abstract:“Liberationfromreligiousaffiliations”and“separationfromcommunitybonds”aresocial

andculturalprerequisitestopopularizationofmoderntourism.Thepurposeofthisstudyisto

clarifyhowthesetwosocialandculturalprerequisiteswereintroducedintothecultureoftourism.

Tothisend,thispaperfocusesonasocialphenomenoninwhichmanytourpartieswere

formedbyworkingpeopleinmajorcitiesduringtheTaishoPeriod(1912-1926);sumsuptherole

playedbytheJapaneseAlpineClub’smountaineeringlecture&exhibitionactivitiesandtheir

characteristics,asafactorbehindthesocialphenomenon;analyzesthesociocultural

characteristicsofmodernmountaineeringinJapan;andlooksatthefactthattourpartiesformed

asanextensionofmodernmountaineeringcultureopenedupnewpossibilitiesoftourismculture.
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